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校本知伽､中野まゆみ (束海大 ･医 ･形態)､松
林T7;明 (京都大 ･霊長研･サル施設)､長戸康和
(束海大･医･形態)
霊長類の発達にともなう生殖機能の変化は､
実験動物学的にも､また､オスの繁殖戦略を考察
するうえでも興味深い｡われわれは､ニホンザル
の3歳､4歳p=3)､10歳(1)､19-22歳(5)､28歳
以上(2)の個体から交尾期に精巣を採取し､ICY/oホ
ルマリン､または 4%パラホルムアルデヒドで固
定した｡パラフィンで包埋後､4〟mで薄切､へ ′
マトキシリン･エオシン､PASヘマトキシリン､
フォンタナ ･マッソン法､ナイル青で染色し､光
学顕微銃で鋭察した.また､アポトシスを起こし
た細胞を特定するため､TtJNEL法を用いた｡
その結果､(1)m･細管セルトリ細胞の細胞質中
の退行的な変化の指特であるリボフスチンは､10
歳までの個体に認められないのに対し､20歳前
後の個体では､鼠的なばらつきがあるものの全個
体に認められ､2S歳超の個体では､gfi著に増加
した｡(2)精細管の基底月卿ま､20歳を越えると急
激に肥厚する｡(3)問矧ま､20歳前後で線維化の
すすんだ個体が現れ､28歳超の個体では線維化
が顕著であった｡(4)純子形成は､20歳前後の個
休まで活発だが､28歳超の個体では､精子の認
められる精細管が少なかった｡(5)20歳前後の個
体の精細管上皮では､すべての組胞種にアポトシ
ス像が認められた｡
これらの結果から､オスの授精能力の低下は20
歳前後と考えられる｡しかし､これを過ぎた個体
でも性行動は見られており､繁殖機能を越えた性
行動の意味が示唆された｡
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